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平成28年 2月 10H第 32 号
米沢有為会米沢支部だより

米沢支部の講演会と交流いも煮会が、去る10月 3日 U午後 4時30分から、ホテ

ルサンルー ト米沢でPTD催 されましたc

講演会は山形大学学術研究院教授・山本陽史氏を講師に迎え 『「米沢の海軍」の

系譜』～人づくりの伝統を未来に～と題した講演を聞きました。

山本教授は「海軍の将官を輩出した点では米沢は薩摩 (鹿児島)に次ぐのではな

いか」との評価を披露した後、「東北 山国の米沢地方から多くの海軍将官を出し

たのは海軍先達が後輩を積極的に勧誘し支援したから」という。

米沢藩士 ・小森沢長政は明治維新で冷や飯を食わされた藩士が出世するには海軍

が適当と考え、また、官費留学という恩典があつたのは貧乏藩士の子弟にとって幸

いであつたと言える。小森沢の誘いで米沢で初めて海軍兵学校に入学したのが山下

源太郎 (後に海軍大将)で、続いて今村中将、黒井大将、南雲中将ほか陸続として

海軍将校を輩出したのは、米沢の人づくりの伝統が患づいているからであり、米沢

有為会にもつながつている一と述べました。

米
沢
海
軍
の

伝
統
は
人
づ
く
り

巻
●
頭
二
言産

業
部
長

　

工出

木

勇

一

私
が
米
沢
有
為
会
に
入
会
し
た
の
は
、
今
か
ら
４０
年
程
前
に
小
関
薫
さ
ん
の

御
紹
介

に
依
る
も

の
と
思

い
ま
す
ｃ
当
時

の
若
者
数
十
人

（２０
人
～
３０
人
）
は

有
為
会
育
成
部
と
も

い
え
る
存
在
で
し
た
。
血
気
盛
ん
で
有
り
、
活
力
に
富
み
、

集
ま

っ
て
は
置
賜
、
米
沢
の
将
来
に

つ
い
て
激
論
を
交
わ
し
た
も

の
で
あ
る
ｃ

中
に
は
地
方
議
員
と
し
て
活
躍
し
た
人
も
お
り
ま
し
た
ｃ
昭
和
６‐
年
１０
月
に
山

形
県
東
南
置
賜
地
方
事
務
所

（現
置
賜
総
合
支
庁
）
主
催
に
依
る
、
ク
未
来
を

み
つ
め
て
、
個
性
と
活
力
に
満
ち
た
お
き
た
ま
ク
企
業
か
ら
の
提
言
が
発
刊
さ

れ
た
。
私
も
労
働
力
と
地
域
づ
く
り
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
日
本
経
済
は
高
度
成
長
期
と
と
も
に
大
き
く
成
長
し
て
来
た
時
代
。

そ
し
て
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
依
る
停
滞
の
時
代
と
大
き

な
波
を
受
け
な
が
ら
も
確
実
に

一
歩

一
歩
前
進
し
地
域
に
も
根
づ

い
て
来
ま
し

た
。
緑
豊
か
な
美
し

い
自
然
、
そ
こ
に
育
ま
れ
た
人
情
味
あ
ふ
れ
た
人
々
ｃ
国

は
地
方
創
生
を
掲
げ
そ
の

一
環
と
し
て
政
府
機
関
の
地
方
移
転
、
文
化
庁
を
京

都
に
、
消
費
者
庁
を
徳
島
県

へ
の
方
針
で
あ
る
し
実
現
出
来
れ
ば
田
中
政
治

の

日
本
列
島
改
造
論
に
次
ぐ
大
胆
な
改
革
と

い
え
、
東
京

一
極
集
中
か
ら
多
少
と

も
人
、
物
、
金

の
流
れ
が
変
わ
る
こ
と
で
し
ょ
う
．）

現
在
我
国
全
体
と
し
て
少
子

・
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

の
問
題
が
叫
ば
れ
て

い
る
。
御
多
分
に
も
れ
ず
米
沢
市

の
２
０
４
０
年
頃
の
人
口
は
６
万
５
千
人
位

と

い
わ
れ
、
現
在
よ
り
２
万
人
程
度

の
人
口
減
が
予
測
さ
れ
て
い
る
　
減
少
を

少
し
で
も
食

い
止
め
る
為
に
も
、若
者

の
雇
用
場
所

の
確
保
が
大
前
提
で
あ
る

企
業
誘
致
は
元
よ
り
、
山
形
大
学
工
学
部
初

の
有
機
Ｅ
Ｌ
、
３
Ｄ
ゲ
ル
プ
リ
ン

タ
ー
、
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
、
又
主
に
市

の
財
政
難
か
ら
飯
豊
町
に
誘
致
さ
れ
た

と

い
う
、
リ
チ

ュ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
開
発
施
設
等
、

い
ず
れ
も
将
来
性
豊
か
で

あ
り
有
望
で
あ
る
〓
大
学
側
の
指
導

の
も
と
、
地
場
産
業
と
連
携
し
新
た
な
企

業
を
期
待
し
た

い
ぅ
現
在
産
業
部
と
し
て
特
別
な
活
動
を
行

っ
て
い
な

い
が
、

夫

々
の
分
野
に
於

い
て
ベ
テ
ラ
ン
の
人
達
が
多

い
の
で
、
何
か
の
お
役
に
た
て

れ
ば
幸
せ
で
あ
る
〓
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な
鷹

一肇

写

明
治
の
建
築
家

東
忠
太

オ

ス

ン
帝
国
を
ゆ
く

山
形
県
第
１
号
の
文
化
勲
章
受
章
者
、
米
沢

市
名
誉
市
民
で
も
あ
る
伊
東
忠
太
博
士
は
、
明

治
、
大
正
、
昭
和
の
建
築
家
と
し
て
著
名
で
す
。

こ
の
度
、
ト
ル
コ
の
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
エ
科

大
学
非
常
勤
准
教
授
補
ジ
ラ
ル
デ

ッ
リ
青
木

美
由
紀
氏
の
表
記
話
題
著
書
を
紹
介
し
ま
す
。

青
木
氏
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
美
術
史
を
専
攻
し
て

い
る
う
ち
に
明
治
３０
年
代
の
ト
ル
コ
で
活
躍
し

た
３
人
の
日
本
人
に
出
会

い
ま
す
。

そ
れ
は
茶
道
家
の
山
田
寅
次
郎
、
大
阪
貿
易

商
人

の
中
村
健
次
郎
、
建
築
学
で
留
学
中

の

伊
東
忠
太

で
す
〓
山
田
は
日
本
文
化
を
紹
介

し
て
お
―，
、
中
村
は

『
日
本
電

一
と
し
て
織

物
や
陶
器
を
販
売
し
て
い
た
そ
う
で
す
．
国

交
の
な
い
時
代
に
な
ぜ
日
本
人
が
い
た
か
と

い

う
レ
一、
１
８
９
０
年

（明
治
２３
）
ト
ル
コ
の
軍

艦

エ
ル
ト
ウ
ー
ル
ル
号
が
和
歌
山
県
串
本
沖
で

台
風
に
遭

い
座
礁
し
た
と
き
、
乗
組
員
６９
人
を

助
け
、
の
ち
に
日
本
の
軍
艦
で
ト
ル
コ
に
送
り

届
け
た
こ
と
に
始
ま

っ
た
と
言
ゎ
れ
ま
す
．
以

マ 伊

来
ト
ル
コ
は
親
日
国
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
度

は
１
９
８
５
年
イ
ラ
ン

・
イ
ラ
ク
戦
争
で
テ
ヘ

ラ
ン
に
い
た
日
本
人
を
ト
ル
コ
の
飛
行
機
で
帰

国

の
労
を
取
り
無
事
日
本
人
が
帰
国
し
た
こ

と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
東
映

の
映
画

『海
難

１
８
９
０
』
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

伊
束
忠
大
は
慶
応
３

（１
８
６
７
Ｙ
行
不
沢
市

座
頭
町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
７
歳
で
父
と
上
京

し
、
明
治
２２
年
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
造
家

学
科
に
入
学
し
ま
す
。
叔
父
平
田
東
助
の
勧
め

で
ド
イ
ツ
語
を
習
い
ま
す
。
明
治
３２
年
３３
歳
で

助
教
授
と
な
り
、
明
治
３５
年
３
月
３６
歳
で
文
部

省
よ
り
、
建
築
学
研
究

の
た
め
３
年
の
中
国
、

イ
ン
ド
、
ト
ル
コ
留
学
を
命
じ
ら
れ
ま
す
ｃ

著
書

『伊
東
忠
太
　
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
ゆ

く
』
は
、
全
行
程
の
う
ち
８
か
月
半
ほ
ど
滞
在

し
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
、
ト
ル
コ
に
お
け
る
忠
太

の
行
動
が
克
明
に
調
査
さ
れ
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
青
木
氏
は
米
沢
人
の

「
ネ

ッ
チ
ョ
」
が
勝

ち
取

っ
た
留
学
で
あ
る
と
評
し
て
い
ま
す
ｃ
東

大
工
学
部
建
築
学
研
究
室
に
あ
る
野
帳
や
絵
葉

書
に
よ
る
情
報
、
山
形
県
立
図
書
館
に
あ
る
絵

葉
書
や
名
刺
、
家
族
に
あ
て
た
手
紙
な
ど
か
ら

時
系
列
に
整
理
さ
れ
て
い
て
読
み
や
す

い
。
建

築
の
調
査
も
市
内
の
教
会

・
モ
ス
ク
の
様
式
か

ら
壁
な
ど
の
装
飾
紋
様
ま
で
野
帳
に
書
き
と
ど

め
て
い
ま
す
。

ま
た
留
学
の
時
期
は
、
日
露
戦
争
ま

っ
た
だ

中
で
ト
ル
コ
国
民
の
日
本
に
対
す
る
感
情
や
ロ

シ
ア
に
対
す
る
感
情
が
伝
わ

っ
て
く
る
手
紙
も

あ
り
ま
す
。
戦
勝
の
時
は
と
も
に
祝

っ
て
く
れ

た
と

い
う
．
更
に
ト
ル
コ
で
お
世
話
に
な

っ
て

い
る
山
田
寅
次
郎
、
中
村
健
次
郎
と
の
緊
密
な

交
流
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
．
米
沢
出
身
の
中

村
榮

一
が
ト
ル
コ
の
留
学
後
、
中
村
商
店
の
後

継
と
な

っ
た
こ
と
、
米
沢
の
登
坂
家
出
身
の

奥
さ
ん
と
長
男
が

マ
ラ
リ
ヤ
で
亡
く
な
り
、

ト
ル
コ
に
墓
が
あ
る
こ
と
、
二
男
新
七
が
幼

児
の
時
宮
殿
で
育
て
ら
れ
た
こ
と
、
小
学
就

学
時
に
父
と
帰
国
し
た
こ
と
な
ど
が
載
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
忠
太
の
建
築
学
留
学
が
終
盤

に
な

っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ

リ
カ
を
回

っ
て
帰
国
し
ま
す
が
、
ア
メ
リ
ヵ

で
の
道
路
建
設
、
ビ
ル
建
設
が
盛
ん
な
こ
と

に
驚
き
、
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
の
動
き
が
見

え
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
忠
太
と
と
も
に
旅
し
た

つ
も
り

で

一
読
さ
れ
た
い
。
　
　
　
　
（梅
津
幸
保
）

発
行
所

¨
帥
ウ
ェ
ッ
ジ

価
格
２
．
７
０
０
円

＋
税

「(仮称)道の駅よねざわ」の開業へ
|

待望の東北中央自動車道 (福島ジヤンクシヨ

ン～米沢北 インターチェンジ間|が平成29年度

までに開j亜する見込みになりました,こ の開通

は、13号栗子峠の冬期間i邑行の不安解消や所要

時間の短縮、広域ネットワークなど米沢市はも

ちろん置賜地域、山形県にとつても大 きな効果

をもたらす ものと期待されています。

これに合わせて整備を行っているのが「 (仮

称)道の駅よねざわ」です。国の重′卓道の駅に

認定 されてお り、『オールナt沢 (置賜)を 体感・

創造・発信する道の駅』をコンセプ トに、地方

創生拠点として整備される予定です.

《整備方針》

山形県の南の玄関口に位置する総合観光案内

窓口

・円滑な県内観光を促進する交通結束点

地域の歴史と文化を活かしたおもてなし

地域産業を振興し、地域の元気を作る

伊東忠太が トルコ

帝国からいただいた

メジデイニ等勲章

(上杉博物館)蔵
(仮称)米沢中央 C

米沢工業高校

新
し

，く

二^一早
に
構
ら
れ
た
方
々

氏

名

会
員
区
分

石
　
澤
　
物
心　
栄

個
人
賛
助
会
員

伊
　
一謄
　
範
　
夫

一
個
人
賛
助
会
員

大
河
原
　
文
　
和

正
会
員

L

本寸

英

寿

個
人
賛
助
会
員

木

本寸

智

行

個
人
賛
助
会
員

里
　̈
沼
　
　
　
牧

一
個
人
賛
助
会
員

小
　
林
　
由
美
子

一
個
人
賛
助
会
員

齋
　
一膝
　
日日
　
広

一
個
人
賛
助
会
員

佐
　
一膝

睦

1告

個
人
賛
助
会
員

難

　

波

信 1理

個
人
賛
助
会
員

長
谷
部

本」

個
人
賛
助
会
員

横 松

戸 1山

秀

隆 |一

個
人
贅
助
会
員

個
人
賛
助
会
員
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調布 |ド 成人式時に安前で同級41と

リ
レ
ー
随
想

①

寮
生
で
あ

っ
た

こ
と
に
感
謝

鼈

頸

蝙

》

紀
閻

屋

鰹

収
闊

「
佐
藤
、
ど

こ
に
住
ん
で
る
？
」
大
学

の
友
人
か
ら
聞
か
れ
る
と
こ
う
答
え
て
い

ま
し
た
。
「成
城
の
辺
り
．
」
何
故
か
調
布

市
と

い
う
の
を
格
好
悪

い
と
思

っ
て
い
た

‐９
才

の
私
が
東
京
興
譲
館
寮
に
入
寮
し
た

の
は
、
昭
和
６０
年
４
月
で
し
た
〓
人
寮
而

接
を
受
け
る
ま
で
有
為
会
と

い
う
言
葉
を

知
り
ま
せ
ん
で
し
た

）
な
ぜ
入
寮
に
至

っ

た
か
は
党
え
て
い
ま
せ
ん
。
多
分
父
が
有

為
会

の
会
員
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
す
す

め
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
．
四
年
間
過
ご

し
て
、
多
く
の
友
人
に
恵
ま
れ
、
多
く
の

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
感
謝

を
し
た

い
と
思

い
ま
す
＾

寮
は
学
生

が
運
営
す

る
自
治
寮
な

の

で
、
毎
月

の
舎
生
会
で
月
次

の
決
算
を
報

告
し
ま
す
。

２０
歳
そ
こ
ら
の
若
造
に
と

っ

て
予
算
を
組
み
、
決
算
を
す
る
。
お
金

の

使

い
方
や
運
営

の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
非
常
に
い
い
経
験
に
な

っ
た
と
思

い
ま
す
き

私
は
米
沢
市
内
で
牛
肉
店
を
営
ん
で
お

り
ま
す
。
縁
あ

っ
て
有
為
会

の
会
員
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
先
輩
方
が
寮

の

Ｏ
Ｂ
で
あ

つ
た
こ
と
を
知
り
非
常
に
心
強

く
感
じ
て
お
り
ま
す
．
ま
た
、
父
、
斌

の

こ
と
、
祖
父
、
森
英
介

の
こ
と
を
ご
存
じ

の
方
も
多
く
、
私
が
知
ら
な

い
こ
と
を
お

話
し

い
た
だ
き
、
大
変
有
り
難
く
思

い
ま

す
〓今

後
も
有
為
会
会
員
と
し
て
、
興
譲
館

寮
卒
寮
生
と
し
て
恥
じ
ぬ
よ
う
、
精

一
杯

頑
張

っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
指

導
賜
り
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
中
し
上

げ
ま
す
．

こ
の
た
び
、
こ
の
よ
う
な
寄
稿

の
機
会

を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

い
た
し
ま
す
ｔ

ど
う
も
　
お
し
ょ
う
し
な

っ
し

～ 活躍する会員紹介 ～⑩

帥米沢食肉公社 代表取締役

日下部 道 雄 さん

Ql 先ず、公社の概略をお聞かせください。

Al 昭和39年 に設立 されたllll置 賜畜産公社が前

身で、平成18年 に米沢牛の銘柄確立が顕著に

なったことから米沢の名を冠 し、現在の社名

になりました。資本に山形県、米沢市ほか置

賜 2市 5町、」A山形おきたま、県南家畜商

組合ほかの出資を受けてお り、文字通 りの地

域密着公社です.

Q2 具体的な業務内容はどのようなものですか。

A2 当社は、米沢牛枝肉せ り市場の開催、牛・豚

枝肉の販売から、11・ 豚の部分肉、精肉の製

造販売、加えてハム、ソーセージ等の食肉加

工品の製造販売に至るまで、食肉全1比 にわた

る一貫生産体制で取

り組んでお ります.

Q3 これからの抱負などは。

A3 長い歴史に育まれた黒

毛和牛の銘柄「米沢牛」

と、品質と鮮度にこだわった「置賜産豚J、

伝統の技が虐、づく加」E品 「美味伝承 。米沢

味紀行」を多くの皆様方に味わっていただ

けるよう努力していきたい。よろしくお願

いします.

Q4 米沢有為会事業について、望むことなどあ

りますか。

A4.有 為会は100年 を超す歴史があり、郷土の

青少年育成に多大な功績を残されているこ

とに敬意を表するものです。今後も置賜・

/1S国 で活躍できる人材育成に尽力されるよ

う期待しています。

Q5 有り難うございました。今後のご活躍を期

待いたしております。

-3-
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米
沢
有
為
会
を
支
援
し
ま
す

東
北
警
備
保
障
中

代
入
取
締
役

武
　
田
　
誠

一
郎

平成28年 2月 10H
米沢有為会米沢支部だより

し と 協 4昔 し 会 を に 縁 う ず を ん く  ま 地 も 後 行 の 御 こ 恵 恵 米 世
ま を 力 し

｀
に 米 す

~な ｀
大 な な

す お す み 今 は 沢 る を す そ 事 時 っ
°
約 る な 後 期 有 活 大 人 の に 代 て
束 こ く も 待 為 動 事 の よ す だ ぃ

.         こ省憲

:三 をI :う ;]ム [1重 tit暮
i憂 戻曇写 (1li夏 え』菅ふ黒雪嚢
l禁 言: i:ii:夕 ::11言霞

昭
和
４７
年

の
創
業
以
来
、
東
北
警
備
保

障
株
式
会
社
は
４０
年
以
上
に
わ
た
り
置
賜

地
区
に
て
警
備
業
を
中
心
に
事
業
展
開
を

し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
地
元
密
着
サ
ー
ビ

ス
企
業
と
し
て
、
警
備
業
だ
け
で
な
く
施

設
管
理

・
受
付

・
清
掃
な
ど
お
客
様
か
ら

ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
要
望
に
応
え
ら
れ
る
企

業
を
め
ざ
し
、
成
長
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

平
成
１８
年
か
ら
は
指
定
管
理
業
務
も
受

注
し
、
米
沢
市

・
山
形
県
の
施
設
の
運
営

も
行

っ
て
お
り
ま
す
．
変
化
す
る
こ
と
を

恐
れ
ず
、
地
元
の
ニ
ー
ズ

に
素
早
く

。
き

め
細
か
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
で
、
お
客

様

の
信
頼
を
勝
ち
取

っ
て

い
る
こ
と
が

我

々
の
強
み
で
す
３
私
た
ち
は
、
こ
れ
か

ら
も
変
化
し
続
け
る
企
業
で
あ
り
続
け
た

い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
企
業
理

念

「
顔

の
見
え
る
サ
ー
ビ

ス
企
業
と
し
て
、

「警
備
」
「
防
災
」
「清
掃
」
「見
守
り
」
を

通
じ

て
お
客
様

に
安
心
と
満
足
を
提
供

し
、
地
域
社
会

の
発
展
と
社
員
の
福
利
厚

生
向
上
に
資
す
る
こ
と
」
を
着
実
に
実
行

し
、
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
全
力
を
注

ぎ
、
中
長
期
的
で
確
か
な
ビ
ジ

ョ
ン
を
持

つ
企
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

酵:有 上」皇 有|(ぞ ぶ皇望みえi低 差抵

編集 後記

詳 しくはホームページ
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▼
今
冬
は
挨
拶
に
気
を
使
う
。
「
雪
が

少
な
く
て
い
い
で
す
ね
」
な
ん
て
気
軽

に
言
え
な
い
。
相
手
が
除
雪
業
者
、
ス

キ
ー
場
、
雪
ま

つ
り
関
係
者
だ

っ
た
り

す
る
か
ら
だ
。
▼
除
雪
作
業
が
少
な
い

た
め
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
も
影
響
が
あ

る
ら
し
い
。
雪
下
ろ
し
も
限
ら
れ
て
お

り
，

酒
屋
や
居
酒
屋
も
販
売
が
の
び
な

い
と
か
。
▼
早
く
も
、
こ
の
夏
に
は
水

不
足
か
も
し
れ
な

い
と

の
声
も
あ
り
、

や
は
り

「何
事
も
ほ
ど
ほ
ど
に
」
と

い

？ヽ

」
と
か
。
（山
）

・　
一●

一

米沢有為会育英事業の 学

これだけ便利 。これだけ安L10こ れだけ1央適
◎寮は 2食付 (朝 ・夕)で約4.8万円 (東京 )、 約4.2万円 (仙台)

●アパー トで生活する場合

東京 (郊外)で 5.5万～ 6.5万 円。他に食費、光熱費など含め仕送り額

約 10万円程。

仙台で4万～ 5万円。他に食費、光熱費など含め仕送り約8,9万円程。

◎東京興譲館は新宿駅から約40分。仙台興譲館は市街地まで約3km。

◎居室 (東京)個室。 (仙台)個室。

◎企業の採用担当者は寮生活経験者を評価しており、好印象を抱いている。

(協調性、コミュニケーシ∃ン能力が身に付いている。)

「東京興譲館」寮 「仙台興譲館」寮

格資
大学 (2部を除く)、 短大及び大学

院に進学 入学予定者 (男子のみ)

大学、短大、専門学校及び大学

院に進学 入学予定者 (男子のみ)

寮費 (月 額)

4～ 6月 、10～ 11月  48,000円
7～ 9月 、12～ 3月 49,500円

個室、朝夕 2食付

4～ 11月 42,000円 前後

12～ 3月 44,000円前後

個室、朝夕 2食付

募 集 人 員 7名程度 (定員 24名 ) 6名程度 (定員 15名 )

面接選考日 3月 12日 、 3月 24日 3月 12日 、3月 25日

面 接 場 所 米沢市内、東京興譲館 米沢市内、仙台興譲館

嚇 職


